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凡例

：前回からの変更箇所

第20回 海上物流等ＷＧ 資料６





ＤＤＲ１１業務にて「Ｙ：事前連絡表出力」を入力した場合、危険物・
有害物事前連絡表作成画面（ＤＤＲ０１業務）が展開される。

Ｐ.３ 参照
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１．全体フロー

危険物明細
情報登録

ＤＤＲ１１／ＤＤＲ

海貨業
（輸出者）

ＣＹ
ブッキング船会社（船舶代理店*）

ＮＶＯＣＣ
ＣＦＳ

(保税蔵置場)

危険物明細
情報確認

ＤＤＣ１１／ＤＤＣ

登録完了識別「Ｅ：登録完了」を
入力することでＣＹ、ブッキング
船会社に帳票が出力される。

明細情報
内容確認

危険物明細
情報登録

ＤＤＲ１１／ＤＤＲ

危険物明細
情報確認

ＤＤＣ１１／ＤＤＣ

危険物積荷
一覧情報登録

ＤＬＲ１１／ＤＬＲ

確認結果ＮＧ

確認結果ＯＫ

訂正依頼
ＯＫ

ＮＧ

訂正を依頼する場合は処理区分
「Ｒ：訂正依頼」を入力。

危険物明細受付
完了締切日登録

ＤＣＲ

確認結果ＯＫの場合は処理
区分「Ｋ：確認完了」を入
力。
ＣＹ、ブッキング船会社で
航海番号を訂正した後、確
認完了とする場合は「Ｔ：
確認完了（訂正あり）」を
入力。

「船舶、積出港、ＣＹ、
ＣＹカット日」単位に受付
完了締切日を登録する。

「Ｅ：登録完了」

「Ｒ：訂正依頼」

「Ｋ：確認完了」

ＤＤＲ業務の通知先に指定
されたＣＹ、ブッキング船
会社による明細情報の確認
（訂正依頼 / 確認完了）を
行う。

危険物明細書
情報照会

ＩＤＲ

ＤＤＲ業務にて危険物明細情報を作成し、危険物明細情報番号を払出す。
危険物明細情報番号をキーに登録情報を呼出し、追記・訂正を行う。

危険物明細情報番号また
はブッキング番号単位に
危険物明細情報の照会を
行う。

「Ｔ：確認完了(訂正あり)」

※本件はコンテナ貨物を対象といたします。

危険物明細情報 危険物明細情報

危険物明細情報

危険物明細
訂正依頼情報

危険物明細情報

危険物積荷一覧
(Dangerous Cargo List)

危険物明細
情報登録

ＤＤＲ１１

* 船会社と受委託関係にあるもので、以下は単に「ブッキング船会社」と表記。

危険物明細
情報登録

ＤＤＲ１１／ＤＤＲ

Ｐ.14 参照

危険物明細情報登録
（危険物・有害物

事前連絡表）

ＤＤＲ０１
危険物・有害物

事前連絡表

危険物明細
情報登録

ＤＤＲ１１／ＤＤＲ

Ｐ.７ 参照
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２．「危険物明細受付完了締切日登録（ＤＣＲ）」業務 詳細仕様①

危険物明細
情報登録

ＤＤＲ１１／ＤＤＲ

危険物明細
情報登録

ＤＤＲ１１／ＤＤＲ

海貨業
（輸出者）

ＮＶＯＣＣ ＣＦＳ
(保税蔵置場)

危険物明細
情報登録

ＤＤＲ１１／ＤＤＲ

危険物明細
情報確認

ＤＤＣ１１／ＤＤＣ

危険物明細受付
完了締切日登録

ＤＣＲ１１/ＤＣＲ

「Ｅ：登録完了」

・最先行で本業務を実施。
・「船舶、積出港、ＣＹ、

ＣＹカット日」単位に
受付完了締切日を登録
する。

・船会社単位に航海番号
を任意で登録可能。

「Ｅ：登録完了」を入力してのＤＤＲ業務の実施時に以下の
チェックを行う。

【チェック仕様】
「船舶、積出港、ＣＹ」は一致しているがＣＹカット日が異なる
場合はエラーとする。
※「船舶、積出港、ＣＹ、ＣＹカット日」の組合せがＤＣＲ業務
で登録されていない場合はエラーとはしない。

ＤＤＲ業務にて「船舶、積出港、
ＣＹ、ＣＹカット日」を登録する。

危険物明細受付完了締切日によるチェック

ＣＹ
ブッキング船会社

「Ｅ：登録完了」以外で以下のチェックを行う。

【チェック仕様】
①「船舶、積出港、ＣＹ、ＣＹカット日(*)」の組合せが、ＤＣＲ業務で登録されて

いない場合、ワーニングを出力する。
※ＣＹカット日は、ＤＤＲ業務のＣＹカット日がＤＣＲ業務で登録される危険物明細

受付完了締切日と同一、または、受付完了締切日の１日前であることのチェックを
行う。

※危険物明細受付完了締切日が２日続けて登録されている場合は、一致する日付を対象
とする。

②ＤＣＲ業務で登録された「船舶、積出港、ＣＹ」は一致しているがＣＹカット日が
異なる場合、ワーニングを出力する。

③ ＤＣＲ業務で登録された「船舶、積出港、ＣＹ、ＣＹカット日」は一致しているが
航海番号が異なる、または、入力されていない場合、ワーニングを出力する。

④ ＤＣＲ業務で設定された危険物明細受付完了締切日時以降にＤＤＲ業務を実施した
場合はエラーとする。

ＤＤＲ業務でワーニングとなった場合、 ＤＤＲ業務の処理結果通知および出力帳票の
メールサブジェクトに以下の「不一致識別」を出力する。

【不一致識別 出力例】

不一致識別「Ｘ」:「船舶、積出港、ＣＹ、ＣＹカット日」の組合せがＤＣＲ業務で登録されていない
不一致識別「Ｙ」:「船舶、積出港、ＣＹ」は一致しているがＣＹカット日が異なる場合
不一致識別「Ｚ」:「船舶、積出港、ＣＹ、ＣＹカット日」は一致しているが航海番号が異なる

または航海番号が入力されていない場合

危険物明細情報 危険物明細情報

危険物明細情報
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２．「危険物明細受付完了締切日登録（ＤＣＲ）」業務 詳細仕様②

危険物明細受付
完了締切日登録

ＤＣＲ１１／ＤＣＲ

【ＤＣＲ１１業務】
① ＤＣＲ業務で払出される「ＤＣＲ管理番号」または「船舶、積出港、ＣＹ、ＣＹカット日
（または運航船会社航海番号）」 を入力し、システムに登録されている情報を呼び出す。
② 処理区分に「Ｓ：照会」を選択した場合には、「船舶、積出港、ＣＹ」の３項目のみを入力

することが可能でシステムに登録されている「船舶、積出港、ＣＹ」に紐づく情報を直近の
10航海分まで出力する。

【ＤＣＲ業務】
① 新規登録の場合は、業務実施時に新しい「ＤＣＲ管理番号」をシステムで払出す。
②「船舶、積出港、ＣＹ、ＣＹカット日」単位に受付完了締切日時を登録する。
③ ＣＹカット日時と受付完了締切日時が同じ場合は、ＣＹカット日時のみ入力する。

ＣＹカット日時とは別に受付完了締切日時を設定したい場合は、
「ＣＹ登録受付完了締切日時」を入力する。

④ ＣＹ登録受付完了締切日時（ＣＹカット日時と受付完了日時が同じ場合はＣＹカット日時）
の内容で船会社登録受付完了締切日時情報に対して一括で受付完了締切日時を登録する。

⑤ ＣＹが設定した登録受付完了締切日時を各ブッキング船会社が個別に変更したい場合は
「船会社登録受付完了締切日時」を入力する。

⑥ 受付完了締切日以降はＤＤＲ業務による登録、訂正、取消を実施不可とする。
⑦ 「運航船会社」を登録することで、当該船会社が「危険物積荷一覧情報登録

（ＤＬＲ）」 業務による危険物積荷一覧を出力可能とする。

ＣＹ
ブッキング船会社

＜呼出結果画面イメージ＞

12345678901

照会後に続けて登録、訂正、取消を
行う場合は業務リンクでＤＣＲ業務
の実行が可能。

＜照会結果画面イメージ＞



「Ｅ：登録完了」

危険物明細
情報登録

ＤＤＲ１１／ＤＤＲ

危険物明細
情報登録

ＤＤＲ１１／ＤＤＲ

危険物明細
情報確認

ＤＤＣ１１／ＤＤＣ

・ＤＤＲ業務にて危険物明細情報を作成し、危険物明細情報番号を払出す。
・危険物明細情報番号を払出す際に、事前に登録する危険物明細受信可否情

報とのチェックを行い、受信不可と登録されている船会社の場合はマニュ
アル対応が必要な旨のエラーとする（※）。

・ＤＤＲ１１業務で危険物明細情報番号をキーに登録情報を呼出し、追記・
訂正を行う。

・１業務で登録可能なＵＮ品目は200件とする。200件を超えるＵＮ品目を
登録する場合は、複数回ＤＤＲ業務を実施する。(最大５回まで実施可能)

→複数回に分けてＤＤＲ業務を実施する場合、危険物明細情報番号は別々に
払出される。

※詳細は「危険物明細情報登録（ＤＤＲ）」業務 詳細仕様④ を参照。

・ＤＤＲ業務で確認を依頼するＣＹまたはブッキング船会社を通知先に登録する。
・「Ｅ：登録完了」が入力された場合、上記で登録された通知先宛てに危険物明細

情報を出力する。
・登録完了識別「Ｅ」が登録された場合、ＤＤＣ業務で「訂正依頼」が登録される

まで、訂正・取消しが不可となる。

危険物明細情報

危険物明細情報危険物明細情報

4

３．「危険物明細情報登録（ＤＤＲ）」業務 詳細仕様①

ＤＤＲ業務による危険物明細情報の登録

※ 国土交通省規則および国際標準によれば、危険物明細情報のＥＤＩによる受渡しにはあらかじめ船会社等の同意が必要とされている。このため、事前に危険物明細受信可否に

関する情報を登録しておき、受信不可とする者に対するＤＤＲ業務はエラーとしマニュアルでの対応を求めるメッセージを出力し、当該者へは危険物明細情報は送信されない。

海貨業
（輸出者）

ＮＶＯＣＣ
ＣＦＳ

(保税蔵置場)
ＣＹ ブッキング船会社
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３．「危険物明細情報登録（ＤＤＲ）」業務 詳細仕様②

危険物明細
情報登録

ＤＤＲ１１／ＤＤＲ

海貨業
（輸出者） ＮＶＯＣＣ

ＣＦＳ
(保税蔵置場)

危険物明細
情報登録

ＤＤＲ１１／ＤＤＲ

「Ｅ：登録完了」

ＣＹ
ブッキング船会社

ブッキング番号の入力について（ＮＶＯＣＣを経由しない場合）

＜ＣＦＳ入力内容＞＜海貨業入力内容＞

船会社向けのブッキングの場合、「ブッキング船会社コード」＋「ブッキング番号（船会社）」 を入力。

危険物明細情報

危険物明細情報
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３．「危険物明細情報登録（ＤＤＲ）」業務 詳細仕様③

海貨業
（輸出者） ＮＶＯＣＣ

ＣＦＳ
(保税蔵置場)

危険物明細
情報登録

ＤＤＲ１１／ＤＤＲ

「Ｅ：登録完了」

ＣＹ
ブッキング船会社

危険物明細
情報登録

ＤＤＲ１１／ＤＤＲ

ＮＶＯＣＣ向けのブッキングと船会社向けのブッキングではブッキング番号が異なる。
・ＮＶＯＣＣ向けのブッキングの場合は、「ＮＶＯＣＣコード」+「ブッキング番号（ＮＶＯＣＣ）」を入力。
・船会社向けのブッキングの場合は、「ブッキング船会社コード」+「ブッキング番号（船会社）」を入力。

＜ＮＶＯＣＣ入力内容＞＜海貨業入力内容＞ ＜ＣＦＳ入力内容＞

ブッキング番号の入力について（ＮＶＯＣＣを経由する場合）

危険物明細情報

船会社コード BBBB
ブッキング番号 BOOKING NO.BBBB

・
・
・

危険物明細情報

船会社コード AAAA
ブッキング番号 BOOKING NO.AAAA

・
・
・

危険物明細情報

船会社コード AAAA
ブッキング番号 BOOKING NO.AAAA

・
・
・

＜出力内容＞ ＜出力内容＞ ＜出力内容＞

ＤＤＲ業務おいて自身が
登録したブッキング番号
等が出力される。
※帳票出力、呼出、照会
実施時も同様に自身で入
力した内容が出力される。

危険物明細情報

危険物明細情報危険物明細情報

危険物明細
情報登録

ＤＤＲ１１／ＤＤＲ
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３．「危険物明細情報登録（ＤＤＲ）」業務 詳細仕様④

１ブッキングにおいて200ＵＮ品目以上の登録を行う（例：400ＵＮ品目登録する場合）

危険物明細
情報登録

ＤＤＲ１１／ＤＤＲ

危険物明細
情報登録

ＤＤＲ１１／ＤＤＲ

ＤＤＲ業務を２回に分けて実施。
※別々の危険物明細情報番号が
払出される。

＜ＤＤＲ業務入力 １回目＞

※1～200までの ＵＮ品目を入力

＜ＤＤＲ業務入力 ２回目＞

※201～400までの ＵＮ品目を入力

※1～200までの ＵＮ品目を出力

※201～400までの ＵＮ品目を出力

危険物明細書
情報照会

ＩＤＲ

船会社コード、ブッキ
ング番号を入力するこ
とで、紐づいている危
険物明細情報を継続照
会で出力。

＜出力結果①＞

継続照会

＜出力結果②＞

＜入力内容＞

２回に分ける場合に変更す
る個所は欄部（ＵＮ品目）
のみで共通部の内容は変更
しない。

「継続登録表示：Y」を入力
することで、共通部の内容
は１回目の情報を引き継ぎ、
欄部（ＵＮ品目）が削除さ
れた状態の画面を展開する。

〔 ワーニングにより 残余情報 があることを表示、再送信で次の情報を出力 〕
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３．「危険物明細情報登録（ＤＤＲ）」業務 詳細仕様⑤－ａ

危険物明細登録情報の出力内容（前回提示内容）

「１ＵＮ品目毎に危険物明細書を作成しているため、明細書の枚数が増えてしまう」というご意見から、以下イメージ図のように
共通項目を先頭ページに表示し、以降のページにはＵＮ品目の情報のみ続けて表示する案を提案していた。

背景

＜危険物明細書出力イメージ＞

共
通
部

欄
部
①

（ＵＮ品目）

１ページ目 ２ページ目 ３ページ目

・・・・・

欄
部
②

欄
部
③

欄
部
④

欄
部
⑤

欄
部
⑥

欄
部
⑦

ページは複数ページにおよぶが、電文としては１電文で出力される。

留意事項

（ＵＮ品目）

（ＵＮ品目）

（ＵＮ品目）

（ＵＮ品目）

（ＵＮ品目）

（ＵＮ品目）
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３．「危険物明細情報登録（ＤＤＲ）」業務 詳細仕様⑤－ｂ

危険物明細登録情報の出力内容（修正内容）

危険物明細書の一部項目（応急処置、保護具等）はＵＮ品目に対してそれぞれ記入する必要があるため、欄部として表示させる必要があるが、
現在、運用で使用されている危険物明細書のフォーマット上では共通部に該当する箇所で定められている。
現行の危険物明細書のフォーマットが大きく変更となるため、従来通り、１ＵＮ品目あたり１ページで出力する仕様とする。

背景

＜危険物明細書出力イメージ＞

共
通
部

１ページ目

・・・・・

欄
部
①

共
通
部

２ページ目

欄
部
②

共
通
部

３ページ目

欄
部
③

ページは複数ページにおよぶが、電文としては１電文で出力される。

留意事項

（ＵＮ品目） （ＵＮ品目） （ＵＮ品目）
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４．「危険物明細情報確認（ＤＤＣ）」業務 詳細仕様①

危険物明細
情報登録

ＤＤＲ１１／ＤＤＲ

危険物明細
情報登録

ＤＤＲ１１／ＤＤＲ

危険物明細
情報確認

ＤＤＣ１１／ＤＤＣ

明細情報
内容確認

危険物明細
情報登録

ＤＤＲ１１／ＤＤＲ

危険物明細
情報確認

ＤＤＣ１１／ＤＤＣ

危険物積荷
一覧情報登録

ＤＬＲ１１／ＤＬＲ

確認結果ＮＧ

訂正依頼
ＯＫ

ＮＧ

「Ｅ：登録完了」

「Ｒ：訂正依頼」

・ＤＤＲ業務の通知先に指定さ
れたＣＹ 、ブッキング船会社
（船舶代理店を含む、以下同
じ。）が明細情報の確認を行う。

・訂正依頼内容を明細情報登録者
および入力された通知先に出力
する。

海貨業
（輸出者）

ＮＶＯＣＣ
ＣＦＳ

(保税蔵置場)

訂正を依頼する場合は処理区
分「Ｒ：訂正依頼」を入力

・危険物明細訂正依頼情報を当初
登録者に出力する。

・ＤＤＲ業務による危険物明細情
報の訂正、削除が可能となる。

「Ｅ：登録完了」

① 訂正依頼を行う場合(ＮＶＯＣＣを経由しない場合)

ＣＹ
ブッキング船会社

危険物明細情報

危険物明細情報

危険物明細情報

危険物明細
訂正依頼情報

危険物積荷一覧
(Dangerous Cargo List)

・登録完了識別「Ｅ」
の登録により、危険物
明細情報の訂正・取消
しが不可となる。
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４．「危険物明細情報確認（ＤＤＣ）」業務 詳細仕様②

危険物明細
情報登録

ＤＤＲ１１／ＤＤＲ

危険物明細
情報登録

ＤＤＲ１１／ＤＤＲ

危険物明細
情報確認

ＤＤＣ１１／ＤＤＣ

明細情報
内容確認

危険物明細
情報登録

ＤＤＲ１１／ＤＤＲ

危険物明細
情報確認

ＤＤＣ１１／ＤＤＣ

危険物積荷
一覧情報登録

ＤＬＲ１１／ＤＬＲ

確認結果ＮＧ

訂正依頼
ＯＫ

ＮＧ

「Ｅ：登録完了」

「Ｒ：訂正依頼」

・ＤＤＲ業務の通知先に指定
されたＣＹ 、ブッキング船
会社が明細情報の確認を行う。

・訂正依頼内容を明細情報登録
者および入力された通知先に
出力する。

海貨業
（輸出者）

ＮＶＯＣＣ
ＣＦＳ

(保税蔵置場)

「Ｅ：登録完了」

② 訂正依頼を行う場合（ＮＶＯＣＣを経由する場合）

危険物明細
情報登録

ＤＤＲ１１／ＤＤＲ

危険物明細
情報登録

ＤＤＲ１１／ＤＤＲ

危険物明細
情報登録

ＤＤＲ１１／ＤＤＲ

ＣＹ
ブッキング船会社（船舶代理店）

危険物明細情報 危険物明細情報

危険物明細情報

危険物明細情報

危険物明細情報

危険物明細情報

危険物明細
訂正依頼情報

危険物積荷一覧
(Dangerous Cargo List)

登録完了識別「Ｅ」の
登録により、危険物明
細情報の訂正・取消し
が不可となる。

訂正を依頼する場合は処理区
分「Ｒ：訂正依頼」を入力・当初登録者である海貨業には

出力せず、ＮＶＯＣＣに出力。
・ＤＤＲ業務による危険物明細情

報の訂正、削除が可能となる。
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４．「危険物明細情報確認（ＤＤＣ）」業務 詳細仕様③

危険物明細
情報登録

ＤＤＲ１１／ＤＤＲ

危険物明細
情報登録

ＤＤＲ１１／ＤＤＲ

危険物明細
情報確認

ＤＤＣ１１／ＤＤＣ

明細情報
内容確認

危険物積荷
一覧情報登録

ＤＬＲ１１/ＤＬＲ

確認結果OK

確認結果ＯＫの場合は処理区
分「Ｋ：確認完了」を入力

「Ｅ：登録完了」

「Ｋ：確認完了」

・ＤＤＲ業務の通知先に指定
されたブッキング船会社、
ＣＹによる明細情報の確認
（確認完了）を行う。

・確認者（ＣＹ、ブッキング
船会社）による明細情報訂
正（航海番号のみ）を可能
とする。

・確認完了した旨を明細情報
登録者および入力された通
知先に出力する。

受信した危険物明細情報につ
いて誤りがあり、ＣＹ・ブッ
キング船会社で訂正した後、
確認完了とする場合は
「Ｔ：確認完了（訂正あり） 」
を入力
※訂正できる項目は航海番号
のみに限定する。

海貨業
（輸出者）

ＮＶＯＣＣ
ＣＦＳ

(保税蔵置場)
ＣＹ ブッキング船会社

「Ｔ：確認完了（訂正あり）」

確認完了した旨を当初登録者
に出力する。

③ 確認完了を行う場合

ＤＤＣ業務で入力された通知
先に出力する。

危険物明細情報

危険物明細情報

危険物明細
確認完了情報

危険物明細
確認完了情報

危険物積荷一覧
(Dangerous Cargo List)
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５．「危険物積荷一覧情報登録（ＤＬＲ）」業務 詳細仕様

危険物積荷
一覧情報登録

ＤＬＲ１１／ＤＬＲ

ＣＹ
ブッキング船会社

【ＤＬＲ１１業務】

① 呼出し条件

「船舶、積出港、ＣＹ、ＣＹカット日」の４項目をキーとして該当本船を
特定して紐づく情報を呼出す。

② 業務実施可能者：ＣＹ、船会社、船舶代理店、ＮＶＯＣＣ

※ ＣＹの場合は、①の呼出し条件（キー４項目）に紐づく全情報を出力

※ 船会社の場合は、
㋑ ＤＣＲ業務で「運航船会社」に登録された者には、ブッキング船会社

に依らず、①の呼出し条件（キー４項目）に紐づく全情報を出力
㋺ ブッキング船会社には、当該船会社に紐づく情報のみを出力

※ 船舶代理店の場合は、入力された「船会社」との受委託関係が登録され

ていること。

・受委託関係のある船会社が「運航船会社」の場合は㋑の通り出力

・受委託関係のある船会社が「ブッキング船会社」の場合は㋺の通り出力

※ ＮＶＯＣＣの場合は、ＮＶＯＣＣコードに紐づく情報のみを出力

③ グリッド画面で呼出し結果を出力し、エクセル等に情報を展開可能とする。

④ 進捗管理ができるように状況識別を出力する。
・ＤＤＲ業務で「Ｅ：登録完了」されていれば「Ｅ」を表示
・ＤＤＣ業務で「Ｒ：訂正依頼」されていれば「Ｒ」を表示
・ＤＤＣ業務で「Ｋ：確認完了」されていれば「Ｋ」を表示
・ＤＤＣ業務で「Ｔ：確認完了（訂正あり）」されていれば「Ｔ」を表示

【ＤＬＲ業務】

危険物積荷一覧情報を登録し、Dangerous Cargo List 帳票を入力者に
出力する。

危険物積荷一覧
(Dangerous Cargo List)



危険物明細
情報登録

ＤＤＲ

危険物明細情報登録
（危険物・有害物

事前連絡表）

ＤＤＲ０１

「Ｙ：事前連絡表出力」
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６．「危険物明細情報登録（危険物・有害物事前連絡表）（ＤＤＲ０１）」業務 詳細仕様①

危険物・有害物
事前連絡表

危険物明細
情報登録呼出し

ＤＤＲ１１

※1～200までの UN品目を入力

ＤＤＲ業務で払出された危険物明細情
報番号と事前連絡表出力を入力するこ
とでＤＤＲ０１業務の登録画面を出力
する。

「危険物・有害物事前連絡表」 （白紙）登録の流れ

ＤＤＲ業務で登録した情報で白
紙作成に利用可能な共通項目が
展開された状態で出力される。



危険物明細情報登録
（危険物・有害物

事前連絡表）

ＤＤＲ０１

６．「危険物明細情報登録（危険物・有害物事前連絡表）（ＤＤＲ０１）」業務 詳細仕様②

危険物・有害物
事前連絡表

「危険物・有害物事前連絡表」 （白紙）印刷イメージ

白
紙
印
刷
イ
メ
ー
ジ

「ＵＮ Ｎｏ.」が複数登録されて
いる場合は「ＵＮ Ｎｏ.」単位に
継続して画面を表示する。
※次頁 詳細仕様③ を参照
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６．「危険物明細情報登録（危険物・有害物事前連絡表）（ＤＤＲ０１）」業務 詳細仕様③

危険物・有害物事前連絡表（白紙）は「ＵＮ No.」単位に作成するため、ＤＤＲ業務で複数の「ＵN No.」が登録されている場合、ＤＤＲ０１業務では以下のイメー
ジの通り、１つの「ＵＮ No.」毎に画面を遷移して登録する。

＜ＤＤＲ業務登録イメージ＞ ＜ＤＤＲ０１業務呼出し結果画面（１欄目分）＞

国連番号(UN No.) 1053
危険物品名 HYDROGEN SULPHIDE
クラス(CLASS) 2.3
危険物総質量 100KG
危険物総容積 0.5㎥

・
・
・

国連番号(UN No.) 1287
危険物品名 RUBBER SOLUTION
クラス(CLASS) 3
危険物総質量 50KG
危険物総容積 1.5㎥

・
・
・

国連番号(UN No.) 2463
危険物品名 ALUMINIUM HYDRIDE
クラス(CLASS) 4.3
危険物総質量 200KG
危険物総容積 10㎥

・
・
・

国連番号(UN No.)
危険物品名
クラス(CLASS)
危険物総質量
危険物総容積

・
・
・

国連番号(UN No.) 1053
危険物品名 HYDROGEN SULPHIDE
クラス(CLASS) 2.3
危険物総質量 100KG
危険物総容積 0.5㎥
注意事項
応急処置（人体）
応急処置（貨物）

・
・

①ＤＤＲ１１で
「Ｙ：事前連絡表出力」を入力

国連番号(UN No.) 2463
危険物品名 ALUMINIUM HYDRIDE
クラス(CLASS) 4.3
危険物総質量 200KG
危険物総容積 10㎥
注意事項
応急処置（人体）
応急処置（貨物）

・
・

国連番号(UN No.) 1287
危険物品名 RUBBER SOLUTION
クラス(CLASS) 3
危険物総質量 50KG
危険物総容積 1.5㎥
注意事項
応急処置（人体）
応急処置（貨物）

・
・

国連番号(UN No.) 1053
危険物品名 HYDROGEN SULPHIDE
クラス(CLASS) 2.3
危険物総質量 100KG
危険物総容積 0.5㎥
注意事項 火気厳禁
応急処置（人体） 新鮮な空気を吸う
応急処置（貨物） 布等でふきとる

・
・

②補完されなかっ
た項目を入力

必要事項を登録後、ＤＤＲ０１業
務を送信する。続きの情報がある
場合は次欄の情報を展開する。
※次欄の情報を展開する際、前の
情報で入力した内容は引き継がず、
ＤＤＲ業務で登録された情報を元
に展開する。（当例だと注意事項、
応急処置は２欄目に引き継がれな
い）
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＜入力イメージ＞

＜ＤＤＲ０１業務呼出し結果画面（2欄目分）＞

＜ＤＤＲ０１業務呼出し結果画面（3欄目分）＞



７. 出力帳票（危険物明細情報）（案）
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７．出力帳票（危険物積荷一覧リスト）（案）

18



（参考）危険物明細書（サンプル）

危険物明細書標準書式及び輸送文書記載要領（第7版）より引用 フォーム上段 項目1～13
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http://www.jastpro.org/form/pdf/kiken_form_002_2014.pdf


危険物明細書標準書式及び輸送文書記載要領（第7版）より引用 フォーム下段 項目14～21

（参考）危険物明細書（サンプル）
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http://www.jastpro.org/form/pdf/kiken_form_002_2014.pdf
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